
人間力の自己診断テストと連動した eポートフォリオの設計 
 

Design of e-Portfolio Based on Iterative Placement Test for “Ningenryoku” 
 

 
山川 広人*1, 斉藤 史徳*2, 立野 仁*1, 田中 佳子*3, 小松川 浩*2 

Hiroto YAMAKAWA*1, Fuminori SAITOU*2, Hitoshi TATENO*1, Yoshiko TANAKA*3, 
Hiroshi KOMATSUGAWA *2 

*1
千歳科学技術大学 情報・メディア課 

*1Information and Media, Chitose Institute Science and Technology 
*2
千歳科学技術大学 大学院光科学研究科 

*2Graduate School of Photonics Science, Chitose Institute Science and Technology 
*3
日本工業大学 工学部共通教育系 

*3Department of Human Science and Common Education, Nippon Institute of Technology 
 

Email: h-yamaka@photon.chitose.ac.jp 
 

あらまし：近年，キャリア教育では，学生の入学から卒業までの学び全体の過程を可視化できる eポート
フォリオの活用が期待されている．本研究では，キャリア教育における人間力育成に向けた ICT の活用
による教育サービスの検討を目的とし，学生の人間力（基礎学力のほか，学習動機・学習観・精神的回復

力および総合的特性）とその向上へ向けた総括を自己診断テスト等から分析し，学習や振り返りの過程と

併せた成長度合いの可視化を目指す eポートフォリオを開発する． 
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1. はじめに 
近年，学士課程の質保証に代表される学生の能力

向上の支援が大学教育の大きなテーマになりつつあ

る．こうした支援のためには，学生が自らの特性や

能力の成長度合いを確認しながら自律的な学びを継

続していくことが重要である．また，学生個々人の

学びの状況を大学として把握し，アドバイジングを

していくことも重要である．このための一手法とし

て，e ポートフォリオの活用が注目されている．e
ポートフォリオは，学生が授業で作成したレポート

や作品だけにとどまらず，考えや意見，課外活動等

を通した他者からの評価をも蓄積でき，これらを学

年・学期を横断する形で確認することができる． 
筆者らは，大学全体の学びを支援する ICTによる

教育サービスの検討を目的とした研究を進めている．

その中で本稿では，自律的な学びや大学生活にむけ

た学生の能力の成長度合いと特性の変化の確認に着

目し，キャリア教育における人間力の自己診断テス

トと連動した e ポートフォリオの設計について述べ
る．基礎学力のほか，学習動機・学習観・精神的回

復力および総合的特性を人間力の尺度として用い，

年度ごとの自己診断テストから測定したそれぞれの

尺度の変化を可視化する機能を設計する．これによ

り学生が自身の人間力の成長過程を認識しながら，

自律的な学びや大学生活に向けた気づきを得られる

教育サービスの検討を目指す． 
 

2. 先行研究と本研究の位置づけ 
先進的な大学では，e ポートフォリオを活用した

適職・企業マッチングの支援や教員のアドバイジン

グの支援が検討されている．これに対し本研究は，e
ポートフォリオの活用を通して，学生が自律的な学

びや大学生活に向け，自身の能力や特性の変化を含

めた何らかの気づきを得られるかを検討するもので

ある．この様な e ポートフォリオを実現するには，
学生の基礎学力や特性を計る何らかの尺度が必要で

あろう．こうした尺度にむけて，市川（1995）の学
生の学習動機や学習観，小塩ら（2002）の精神的回
復力が検討され，実際の教育現場での検証も重ねら

れている．このことから本研究では，市川の学習動

機と学習観，小塩らの精神的回復力を，自律した人

間としての能力や特性（いわゆる人間力）の一部と

考えて，設計に用いる． 
 

3. 本研究のベースとなる eポートフォリオ 
本研究の e ポートフォリオは，千歳科学技術大学

の e ポートフォリオ（以後，レガシーシステムと記
載）をベースに機能を拡張して構築する．レガシー

システムは，e ラーニングおよびコース管理システ
ムと連係することで，学生の履修履歴や教材の取組

状況，授業や講座での振り返りや自己評価，教職員

からの他者評価を蓄積できる．蓄積した情報は学期

や年度を横断する形で確認できる（図 1に例示）． 
 

4. 拡張する機能の要件と仕様 
以下に，本研究の e ポートフォリオの要件と仕様

をまとめる． 
 学生の基礎学力と学習者特性の尺度の設定 4.1
本研究の e ポートフォリオの目的は，学生が自律
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的学習者となり，ライフデザインをしていくために

活用されることである．これに向けて，e ポートフ
ォリオでは学習に関する自己認識の変化を記録し可

視化できるようにする．特に学習者特性の尺度には，

以下の 5 項目を用いる（以後，5 項目をあわせて人
間力と記載する）． 
(1) 基礎学力：大学生としての教養に近い数学・英

語（および外国語学習能力）・国語（語彙の広

さと深さ）の基礎学力を測る． 
(2) 学習動機：市川の学習動機（充実志向，訓練志

向，実用志向，関係志向，自尊志向，報酬志向）

を測る． 
(3) 学習観：市川の学習観（失敗に対する柔軟性，

思考過程の重視，方略志向，意味理解志向）を

測る． 
(4) 精神的回復力：小塩らの精神的回復力（新規性

追求，感情調整，肯定的な未来志向）を測る． 
(5) 総合的特性：(2)〜(4)の尺度から抽出した 3種類

の因子に基づき，学びや大学生活に向けた総合

的特性として学生を分類する．因子の定義や分

類の粒度については現在，検討を進めている． 
 人間力の測定方法 4.2
人間力の測定方法として，(1)では eラーニング上

の数学（40問），英語（25問），国語（100問）のテ
スト解答履歴を用いる．(2)〜(4)では，それぞれの特
性の因子を測る，5件法の自己診断テスト（85問）
をコース支援システムに設置し，その結果を用いる．

(5)は，(2)〜(4)の結果から分類される．各システムで
測定した結果は，レガシーシステムの仕組みを用い

て，eポートフォリオに共有されるようにする． 
 人間力の成長を可視化できる機能 4.3
学生が人間力の成長や変化を確認するためには，

測定結果の変化を学期や年度を横断して可視化でき

る機能が必要であろう．こうした変化の可視化には，

レーダーチャート等による数値的な比較をできるよ

うにする（図 2に例示）．また，学生が自律的な学び
や大学生活へのヒントを得るためには，数値的な変

化だけではなく，各測定時の基礎学力および総合的

特性にむけた総括も必要であろう．こうした総括（メ

ッセージ）も併せて表示できるようにする．さらに，

学生自身がどの様なきっかけや経過を経て変化した

かを確認することも，学生の自律的な学びや大学生

活の振り返りとして役立つと考えられる．このこと

から，数値的な比較や総括は，レガシーシステムで

表示される学生の蓄積した情報とシームレスに確認

できるようにする． 
 

5. 効果の検証 
レガシーシステムでの機能拡張に先駆け，2012年

度 7月にプロトタイプによる検証を行う．昨年度に
人間力を測った学部 2年生を対象に，改めて人間力
を測る．この測定結果を基に，仕様と同様の図表（プ

ロトタイプ）を Excel マクロで作成し，学生の利用

を通じたフィードバック効果を検証する（本稿の発

表時には，この結果を報告する）．検証結果は要件・

仕様に反映し，eポートフォリオの構築をすすめる． 
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図１ レガシーシステムの画面例（2年分の比較） 

 
図２ レーダーチャートの画面イメージ例 
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